
  

 

 

 

 

 

 

春の訪れとともに、今年度も終わりの時期を迎えました。この一年、子どもたちは多くの学びや経験を通して、

心も体も大きく成長しました。いよいよ、今年度最後の学校だよりとなりました。 

◆伊自良十六拍子太鼓 まとめの会 

本校の大切な伝統である十六拍子太鼓のまとめの会を行いました。指導してくださっ

ている宮田先生からは、次のようなお話をいただきました。「この十六拍子太鼓は、四百

年もの歴史をもつ地域の伝統芸能です。この長い歴史のほんの一瞬ですが、皆さんがた

たいている太鼓は、その歴史を受け継いでいるということなのです。」と。 

この日は、今年度最後の十六拍子の発表ということで、子どもたちは、仲間と心を合わせ、力強い太鼓の音を体

育館いっぱいに響かせました。その姿からは、地域の伝統を守り受け継ぐことへの誇りが感じられました。伊自良

の子どもたちは、地域の伝統芸能の担い手でもあります。これからも地域の皆様とともに、この大切な伝統を受け

継いでいきたいと思います。 

また、この紙面をお借りして、「伊自良十六拍子保存会」の先生方、伊自良十六拍子を見て聞いて応援してくだ

さった地域の皆様、いつも温かく見守り応援してくださったことに、深く感謝申し上げます。 

◆３人の卒業生が巣立ちました 

３月２３日、令和７年度の卒業証書授与式を挙行し、３名の卒業生が伊自

良北小学校を巣立っていきました。 

最高学年として学校を支えてきた３人は、十六拍子や銀杏活動、さまざま

な行事の中で、下級生に優しく声をかけながら学校を引っ張ってくれまし

た。小規模校ならではの温かな人のつながりの中で過ごした日々は、きっ

とこれからの人生を支える大切な力になることでしょう。 

卒業生のこれからの活躍を、心から応援しています。 

◆一年間のご支援に心より感謝申し上げます 

本年度も、本校の教育活動に温かなご理解とご協力をいただき、誠にありがとうございました。 

地域の皆様には、十六拍子太鼓をはじめとする伝統文化の継承や銀杏活動、学校行事、登下校の見守りなど、

さまざまな場面で子どもたちを支えていただきました。また、保護者の皆様には、日々の学校生活や学校行事に

温かいご協力をいただきました。心より感謝申し上げます。 

小規模校である伊自良北小学校だからこそ、一人一人の子どもに寄り添いながら、地域とともに子どもを育て

る教育を大切にしてまいりました。子どもたちが地域の中で学び、地域に見守られて成長していることを、あらた

めて実感する一年となりました。これからも、子どもたちが「かしこく あたたかく たくましく」成長していく学校

であり続けたいと思います。そして、伊自良北小学校で過ごした日々が、子ども

たちにとって「ふるさとの誇り」として心に残り続けることを願っています。 

一年間、本校の教育活動を支えていただき、本当にありがとうございました。 
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